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M・ ダ ンブル編 『ド リュ,作 家 に して知 識 人 」

松 尾 剛

20世 紀 も残すところあと10年 を切つたとき,70年 代のブーム以来やや沈滞

ぎみであ った ドリュ ・ラ ・ロシェル研究に大きな転機 をもた らす事件が起き

た。1992年,つ いに彼の 『日記1939-1945』 が出版されたのである1)。かねて

か ら自筆稿の閲覧を許 された研究者たちにより重要性が喧伝 されていただけ

に,そ の公刊はまことに喜ばしいことであつた。だが同時に 『日記』は ドリュ

を知 ろうとする者に矯激な反ユダヤ主義者である彼の肖像を見せつけた。たし

かに ドリュはすでに小説 『ジル』のなかで人種主義を表明 している。 しかしな

がら,ナ チス敗北後 もフランスにとどまり遂には自殺 したことで殉教者的イ

メージに包まれがちなうえ,占 領下での反ユダヤ主義的言辞が比較的少なかつ

たことや,ユ ダヤ人であるかつての妻を強制収容所から救い出 した事情 もあつ

て,彼 の人種主義的な側面は見落 とされがちだつたのである。それにたいして

『日記』が容赦なく暴 き出 したのは徹底 した反ユダヤ主義者 としての ドリュで

あつた。 こうして彼をとりまく神話のひとつが崩 されたのである。

同 じ年 には,彼 の時事評論を中心に編まれた 『見出されたテクス ト』や ピ

エール ・ウベーの 『暗い日々の 「新 フランス評論」』 も出版され,さ らにそれ

と歩調をあわせて,占 領下に ドリュが編集長を務めた 「新 フランス評論」誌が

1940年12月 号か ら翌年6月 号 までではあるが合本で復刻 された2)。そ して

1993年 刊の 『ドリュ=ジ ェラメック兄妹往復書簡集』3)。ここに収録された手

紙からは,け つして幸福 とはいえない家庭で苦悩 し,恋 人と親友に安 らぎを求

める若 き作家の姿が リアルに見てとれる。われわれはドリュの青春に,彼 の回

想を通 してでなく,直 接に立ち会 うことができるようになったのだ。これ ら新

資料の出版 にともない,長 らく絶版にな つていた文学作品 もつ ぎつぎとガ リ

マール社の 「リマジネール叢書」から再版されている。ちなみに同叢書に収め

られた作品を刊行順に挙げれば 『ベルーキア』『馬上の男』『女たちに覆わ
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れた男』「シャルルロワの喜劇」『夢見るブルジョワジー』。『ジル」や 『欺かれ

た男の日記』,『不愉快な物語集』など以前から読まれてきた小説をこれに加え

れば,ド リュという存在にアクセスす ることはかなり容易になつたといえるだ

ろう4)。

これ らの基本資料の刊行は ドリュ研究にひとつの方向性をもたらしたといえ

る。その方向性とは,ド リュの政治的軌跡を念頭に置きながら,し か し単なる

断罪に終わることな く基本資料の丁寧な読解にもとついた研究をお こなうこ

と,そ れにより作家の纏 つた神話のヴェールを剥 ぎ落 とすことである。特異な

人生ゆえに神話化された作家だからこそ,そ して対独協力ゆえに読み手の道徳

的 ・政治的な価値判断が先行 しがちな作家だからこそ,こ の当然ともいうべき

研究姿勢を確認 しておくことが必要なのだ。

そのような新たな研究の幕開きを告げるのが,1993年12月 にパ リでおこな

われた国際 コロックの研究報告を収めた本書 『ドリュ,作 家にして知識人』で

ある5)。もちろん ドリュにかんするコロックとしてはこれが初めてのものとな

る。 ロジェ・ニ ミエ研究センターと,そ の中心人物であるパ リ第3大 学教授マ

ルク ・ダンブルが企画を担当 した。発表者 は総計15名 にのぼる。本書の構成

は2部 立てで,前 半が 「知識人,政 治,歴 史」,後 半が 「作家」と題されてい

る。第1部 はドリュを政治や時代との関わ りのなかでとらえ,第2部 は文学的

著作の読解を中心 とする。巻末には付録として,友 人ジャン・ボワイエに宛て

られた1920年11月3日 付の手紙が掲載されている。

まずダンブルによる 「序文」はコロックの基本姿勢をつぎのように説 く。す

なわち,「 その記憶が現代 フランス史における暗黒の年月に結びついたままで

ある」作家のコロックにはそれなりの リスクがともなうものの,民 主主義国家

において学問はあくまで も自由であるべきだ。 しかるに今 日まで ドリュがエッ

セイス トや歴史家の著作で話題になることはあつても,大 学での文学研究の対

象になることはほとん どなか った。かかる態度はけつきょく思想の 「ダーク

ゾーン」を逆説的に容認 してしまうことに他ならない。 したがってわれわれが

目指すべきは ドリュの追悼でもなければ復権でもなく,ま った く自由な学問的

探求なのである 。以上のような認識に立 つて企画されたコロックが具体的

にはいかなる成果をおさあたのか,興 味津々たるところだ。では第1部 に収録

された論文から簡単に紹介 していこう。
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ドイ ッ語 圏 の研 究 者 ヨー ゼ フ ・ユ ル ッ は,ピ エ ール ・ブ ル デ ュ ー の 〈界 〉 概

念 や エ リク ソ ンの 自我心 理学 に よ りな が ら,ド リュの フ ァシ ズ ムへ の道 程 を手

際 よ く整理 す る。 つ づ い て ジ ェ ラ ール ・ル ロ ワ は,占 領 下 に お け る ドリ ュの時

事 評 論 を 細 か く吟 味 し,そ こ に一 貫 して 見 られ る の は作 家 の徹 底 した く力 〉 へ

の 信 頼 で あ つた こ とを 示 す 。 いず れ の論 考 も従 来 の研 究 水 準 を大 き く更 新 す る

もの で はな いが,作 家 の軌 跡 を著 作 に即 しつ つ 丹 念 に辿 ろ う とす る姿 勢 は積 極

的 に評 価 され るべ き だ ろ う。 ま た 「ド リュ ・ラ ・ロ シ ェル と共産 主 義 」 と題 さ

れ た ジ ャ ン=ピ エ ー ル ・モ レル の分 析 も興 味 ぶ か い。 占領 下 の ドリュが フ ァシ

ズ ム の 敗 北 を 前 に して と つ ぜ ん 共 産 主 義 を 賛 美 し た こ と は よ く知 られ て い る

が,モ レル は共 産 主 義 が 『フ ラ ン スの 測定 」 以 来一 貫 して の ドリュ の関 心 事 で

あ つた こ とを指 摘 す る。 ド リュ は,共 産主 義 は結 局 の と こ ろ機 械 文 明 の支 配 下

に置 か れ る しか な く,そ れ を 打 破 しう る の は フ ァシ ズ ム の精 神 性 だ と考 え,ナ

チ ズ ムへ の ア ン ガ ー ジ ュ マ ンを お こ な っ た。 しか しフ ァ シズ ム の敗 北 を確 信 し

た彼 は,ナ チ ズ ム は機 械 の力 に屈 した と再 度 結 論 づ け,恐 怖 政 治 を お こな うス

タ ー リ ンの 野 蛮 に これ を打 破 す る可 能 性 を見 た の で あ る。 以 上 が モ レル の主 張

だ が,こ れ は ドリュ の政 治 思 想 に お け る フ ァ シズ ム と共 産 主 義 の 関係 を 明 晰 に

論 じた好 発 表 と い え る。

つ づ く リチ ャー ド ・J・ ゴル サ ン,ジ ャ ン=イ ヴ ・ゲ ラ ン,ポ ー ル ・ル ナ ー

ル,マ ル ク ・ダ ンブ ル らの論 考 は い ず れ も ド リ ュの 周 辺 を 考 察 した もの で あ

る。 ゴル サ ンは ア メ リカ に お け る ド リュの 受 容 と研 究 を,ゲ ラ ンは作 家 た ち に

よ って 小 説 に描 か れ た ドリ ュの 肖像 を,ル ナ ー ル は ド リュ と ジ ャ ッ ク ・オ ー

デ ィベ ル テ ィの 友 情 を,ダ ン ブ ル は 「軽 騎 兵 」 た ち の 目 に 映 った ド リュ の イ

マ ー ジ ュ を そ れ ぞ れ 論 じて い る。 な か で も ル ナ ー ル に よ る研 究 は,IMECの

「オ ー デ ィ ベ ル テ ィ資 料 」 に含 ま れ る ド リュ の未 刊 の 手 紙 に も とづ き友 情 の軌

跡 を再 構 成 す る もの で,ド リュ研 究 が い つそ う進 展 す る た あ に は 新 資 料 の 発

掘 ・公 刊 が強 くの ぞ ま れ るだ け に貴 重 な貢 献 で あ る。

第2部 「作 家 」 は そ の タイ トル の示 す よ う に ドリュの 文学 的 な 著 作 が 論 じ ら

れ て い る。 従 来 の ド リュ研 究 に しば しば 見 られ た欠 陥 と して,文 学 作 品 の精 緻

な読 解 が不 足 して い た 点 が あ げ られ よ う。 た しか に波 乱 に富 ん だ ドリュ の人 生

はわ れ わ れ の 興 味 を 強 く喚 起 す る も ので あ るが,そ れ に して も論 者 の多 くは あ

ま り に もそ れ に依 拠 しす ぎ,個 々 の作 品 へ の微 視 的 な 目配 りを欠 い て い た。 そ
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の結 果,ソ ラ ン ジ ュ ・レー ボ ヴ イ ッチ も指 摘 す る よ う に,ど の言 説 も同語 反 復

的 な もの に な りが ち だ つ た の で あ る6)。 それ ゆ え この コ ロ ッ クが あ ら た め て ド

リュの文 学 作 品 を問 題 と した の は当然 の企 図 で あ つた。

じ つさ い収 録 さ れ た論 考 は わ れ わ れ の期 待 を裏 切 らな い。 今 まで ほ とん ど の

ば あ い戦 争 体 験 の証 言 と して しか扱 わ れ る こ との な か つた初 期 詩 編 か ら,萌 芽

状 態 に あ る ド リュ固 有 の 思 想 を看 取 す るマ ル ク ・ア ン レス。4冊 の小 説 集 に 収

録 さ れ た短 編 小 説 を 「虚 構 自伝autofiction」 と定 義 し,虚 構 と 自伝 の は ざ ま

で こそ ド リュ は 自由 に創 作 で きた と して 諸 短 編 へ の注 意 を喚 起 した ジ ャ ッ ク ・

ル カ ル ム。 ド リュの 文 芸批 評 を 細 部 に いた る まで 検 討 し
,そ の先 見 と公 正 を認

め る ク リス チ ア ー ヌ ・モ ア ッテ ィ。 い ず れ もが この 作 家 の ,け つ して 注 目 を集

あ て きた とは い え な い分 野 の再 検 討 を迫 る優 れ た論 文 とい え るだ ろ う。 と りわ

け,ド リュ に と つて他 者 を論 じる こ とは と り もな お さず 自分 を論 じる こ とで あ

り,そ の評 価 の基 準 は美 的 側 面 で は な く思 想 的側 面 に あ つた とす るモ ア ッテ ィ

の 指 摘 は,批 評 家 ドリュ の姿 を 的 確 に と らえ て 秀 逸 で あ る。 『日記 』 を 対 象 と

した論 考 と して は ライ マ ・ ドレル ・レ ッ ク の そ れ が あ る。 レ ッ ク は 日記 を3

部 待 機 の 時期,対 独 協 力 の 時 期,諦 念 の 時 期 に分 け,そ こ に あ らわ れ

る情 景 描 写 の 変 貌 に 作 家 の 美 意 識 を 探 つ て い る。 さ らに,『 夢 見 る ブル ジ ョ

ワ ジー』 は単 な る一 家 族 の没 落 物 語 で は な く,破 滅 を もた ら した 〈夢 〉 へ の 憎

悪 と愛 着 の 混 交 す る両 義 的 な 小 説 で あ る とす る フ ラ ン シ ー ヌ ・デ ュ ガ;ボ ル

トや,ド リュ が ジ ャ ッ ク ・ ド リオ 率 い る フ ラ ン ス 人 民 党 に入 党 した 理 由 を

〈軽 薄〉 と い う キ ー ワ ー ドで 読 み 解 こ う とす る リ ュ ッ ク ・ラ ッ ソ ン らの 論 考 も

示 唆 に 富 む 。

だ が お そ ら く本 書 の な か で も つ と も刺 激 的 な論 文 は ジ ョ ン ・E・ フ ラ ワ ー に

よ る もの だ ろ う。 戦 争 小 説 「シ ャル ル ロ ワの 喜 劇 」 を これ まで の 解 釈 の よ うに

ド リュ の実 体 験 に 還 元 せ ず,あ くま で 主 題 論 的 に 読 み 解 こ う とす る フ ラ ワ ー

は,作 家 の 描 く<突 撃 → 負 傷 〉 と い うプ ロセ スが,〈 勃 起 → 自慰 に よ る射 精 〉

に対 応 して い る こと を説 得 的 に論 証 し,こ の小 説 が女 性 を排 除 した英 雄 的社 会

の建 設 を象 徴 的 に描 い た もので あ る と結 論 す る。 ド リュ の戦 場 体 験 が性 的 な も

の と して 描 か れ る こ と は しば しば指 摘 され る と こ ろ で は あ るが ,そ れ を性 行 為

で はな く自慰 行 為 の 表 象 と して 読 ん だ の は,書 評 者 の知 るか ぎ りフ ラ ワ ーが 初

め て で あ る。 今後 「シ ャル ル ロ ワの 喜劇 」 を 論 じよ う とす る者 に大 き な指 針 を
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与 え る論 文 と な り そ うだ 。

そ して 論 集 の 樟 尾 を 飾 る の は,ド リュ研 究 をつ ね に リー ドして きた ジ ュ リア

ン ・エル ヴ ィエ の論 考 「小 説 家 ドリュ ・ラ ・ロ シェ ル」 で あ る。 ド リュに と つ

て 小 説 を 書 くと い う行 為 は果 た して いか な る意 味 を も つた の か。 と もす れ ば そ

の ア ンガ ー ジ ュ マ ンのみ が 注 目 さ れ,自 死 の 直前 ま で彼 が小 説 家 で あ りつ づ け

た こ とが 忘 れ られ が ち な状 況 で あ れ ば こそ の 問 い で あ る。 エ ル ヴ ィ エ に よ れ

ば,ド リュ に と つて 小 説 を書 くこ と は世 界 と自 己 を認 識 し,そ れ を変 え て い く

作 業 で あ つた。 エ ク リチ ュ ー ル そ の もの が 彼 の 〈行 動 〉 だ つ た の で あ る。 ド

リュ の小 説 観 を的 確 に論 証 して ゆ くエ ル ヴ ィエ の発 表 は,彼 の長 年 に わ た る研

究 の 厚 み を感 じさせ,本 書 を締 め く くる に ふ さ わ しい 内容 で あ る。

*

以上,収 録論文を駆け足で紹介 した。 コロックに集まった人々の研究テーマ

もアプローチの方法 もさまざまではあるが,し かしそこにはひとつの共通点が

認められる。それは ドリュにたいし虚心に向かいあい,資 料を丁寧に読むこと

か ら新たな作家像を築きあげようとする姿勢である。 もちろん虚心に向かいあ

うとは政治的判断を捨て去 ることではありえない。ファシズムへのアンガー

ジュマンをおこなった作家を研究するばあい,ひ とは作家の 〈罪〉にたいする

共感なり反感なり,あ るいは無関心なりを,な んらかのかたちで表明すること

を迫 られる。だからこそダンブルは,冒 頭に学問の自由と中立性を掲げること

で,対 独協力作家研究の正当性を主張 しなければならなかつた。畢寛 ドリュを

研究することは無垢ではありえないのである。ならば彼を読もうとする者はつ

ねに作家の政治思想、にたいする自己の判断を,た とえそれが無関心であつて も

明確にしつつ,し かしその判断を先入見とすることな く資料を読み解いていく

ことが求あられるのだ。それはきわめて難 しいことなのかもしれない。 しか し

コロックに参集 した研究者たちはその困難を見事に克服 しているのである。本

書 は,断 罪でもなければ復権で もない,新 たな ドリュ研究の序章 となるだろ

う。その意義にはじつに大きなものがある。
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